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論文 

韓国の先進図書館がいま目指すもの 
－その現状と方向性に関する調査分析－ 

工藤 絵理子†，大田 海‡，兵藤 健志§，馬場 謙介**，南 俊朗†† 
<抄録>  

近年の韓国における図書館の発展はめざましい．我々はその理由を求めて 2011 年 3 月，大学図書館を中心に韓

国の先進的図書館に対する訪問調査を実施した．本稿では，特に研究支援・学習支援・知識情報基盤という観点

から，ソウル大学校図書館，釜山大学校図書館，延世大学校図書館，国立デジタル図書館の先端的な情報設備や

サービスについて詳しく分析した．その結果，国際競争力強化という国家戦略の実現に向けて，これらの図書館

は，自らの評価だけではなく，その所属する大学，その国民の評価をも引き上げることを目的に先端的機能を実

現していることが分かった． 
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1. はじめに 
近年の韓国における図書館の発展はめざましく，大

学図書館もその例外ではない．我々はその社会的背景

や現状を調査し，発展の要因を探るため 2011 年 3 月

22 日から 25 日まで，韓国の先進事例と目される大学

図書館および国立中央図書館，デジタル図書館を訪問

した．今回の調査によって，参考となる設備や政策を

多く学び，また，今後の図書館のあり方に関する示唆

を受けた． 

 

1.1. なぜ韓国の図書館なのか 
IT 先進国である韓国では，知識情報基盤の土台とし

ての図書館の進化がめざましい．図書館の発展の背景

には主に以下の 2 点があげられる． 

 

１）2000 年以降の政府主導による図書館整備・情報化

の推進 

当時の金大中政権は，自らを「国民の政府」と名付

け，国民の情報格差を是正する知識基盤社会の構築を

当面の政策課題として打ち出した．知識情報資源を体

系的に整備するための法律（知識情報資源管理法）が

施行され，様々な分野の情報システムが構築され，デ

ジタル資料の提供が進んだ[1] [2]． 

さらに，2006 年には大統領直属の図書館情報政策委

員会が設置され，国家的な知識情報基盤整備の一環と

して図書館施策が実施されてきた[3]．国家事業として

IT 分野の育成を掲げ，また情報化社会の推進を図るこ

とにより先進国の地位を築いてきた韓国において，図

書館は，情報化政策の中心を担う機関として，その存

在が重要視されている． 

 

２）大学評価システムと大学ランキング 

大学評価先進国として，韓国では早くから大学評価

システムが導入されてきたが，2008 年から 2009 年に

かけて，李明博政権は高等教育機関の国際競争力を促

すため，当該システムの一大改革を行った．韓国大学

教育協議会により実施されていた既存の大学総合評価

認定制の代わりに，自己評価制と情報公示制を導入し，

毎年 55 項目からなる情報を政府の管理する Web サイ

トで公開することとした[4] [5]．その項目の中には図書

館に関するものも含まれており，図書館の充実が大学

評価の判断材料の一つとなっていることが窺われる．

また，政府主導との批判もあるが，この改革により，

大学に自立性が与えられたこと，情報の公開が義務づ
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けられたことは，大学が評価向上に熱心に取り組むき

っかけとなった． 

さらに，韓国での大学ランキングの影響力がこの評

価システムの重要性に拍車をかけている[6]．もともと

ランキングが好きな国民性に加え，大学進学率が約 9

割と，日本よりも先に大学全入時代を迎えて大学間競

争が激化している．この大学評価システムの結果が，

国内の各種大学ランキングに直結している．  

このような状況において，大学の一部署である図書

館も，大学評価に大きく貢献することが大学内部から

強く求められている． 

 

1.2. 調査対象図書館 
前節で述べた図書館発展の背景をふまえ，調査対象

として以下の図書館を選定した． 

 

１）韓国の高等教育を牽引するソウル大学校図書館 

ソウル大学校は 1946 年に創立された，学部生 16,000

人，大学院生 10,000 人を抱える韓国最高峰の国立大学

である[7]．最高水準の研究を支援するために図書館が

どのようなサービスを提供しているかを調査した． 

 

２）大学間競争に最も晒されている地方国立総合大学

の一つである釜山大学校図書館 

釜山大学校は 1946 年に創立された，学部生 21,000

人，大学院生 7,700 人を抱える国立総合大学である[8]．

大学間競争に最も晒されている地方総合大学の図書館

として非常に特色ある研究支援サービスを提供してい

るため，調査先として選定した． 

 

３）主要私立大学の一つである延世大学校図書館 

延世大学校は 1885 年に創立された，学部生 22,000

人，大学院生 6,400 人を抱える韓国有数の私立大学で

ある[9]．2008 年にサムスンからの 300 億ウォン（総工

費の半分）の寄附を元に建設された図書館新館(Yonsei 

Samsun Library）を訪問した．先進的な IT 技術を駆使

してどのようなサービス空間を利用者に提供している

のかを調査した． 

 

４）国家的な図書館政策に直に触れられる国立デジタ

ル図書館 

韓国政府は情報化社会の推進を図るため，新しい情

報通信技術およびインフラを積極的に導入してきた．

2009 年に建設された国立デジタル図書館もその情報

インフラの一つである[10]．今後の急速な増加が予想さ

れる電子的資源を提供するために，国家としてどのよ

うな理念のもと，どのような図書館設備を整備してい

るのかを調査した． 

 

2. 調査報告 

2.1. ソウル大学校図書館 
ソウル大学校の図書館は，近年の IT 技術の進歩をい

ち早く取り入れて，積極的に研究者支援を行っている．

本節では，特に相互利用と研究支援サービスに着目し

て分析する． 

 

１）相互利用 

中央図書館の所蔵資料は，大学院生と教員を対象に

Online Article Delivery Service[11]を提供している．この

サービスを利用することで，依頼者は来館することな

く，図書館資料を閲覧できる．料金は 10 ページ以内の

場合は，1,000 ウォン（約 70 円），それを超える分は 1

ページにつき 100 ウォン加算される．Web からのみ申

込可能で，依頼者は MyLibrary のページで依頼した論

文を閲覧できる．一定期間を過ぎると論文は削除され

る仕組みになっている．支払いはクレジットカードか

らの引き落としにより，オンラインで行うことができ

る．提供は迅速で，48 時間以内には資料を閲覧できる． 

学内に所蔵がない資料は，国内ではKERIS， KORSA，

NDSL から文献複写の提供を受けている．また，4 大

学と相互貸借の提携を結んでいる．海外の協力機関は，

OCLC（全世界），Subito（ドイツ），NII（日本），国

立国会図書館（日本），CALIS（中国）である．日本

では，業務担当者が NACSIS-ILL システムを通して，

他大学へ依頼をしているが，韓国ではKERIS，KORSA

の Web ページから依頼者が直接他大学へ依頼するこ

とができる．フルテキストへのリンクもあり，利用者

にとって利便性が高い． 

日本への依頼について業務担当者にインタビューし

た．それによると NII （KERIS-NACSIS 間システム）

への依頼とNDLへの依頼に関してシステム面でどち

らか一方が使いやすいなどの差異はないが， NII に

は文献複写をNDLには貸借を依頼することが比較的

多いとのことであった．また，NII に関しては，依頼

できる資料が，国内発行のものに限られていること，

また資料の図書館間のやりとりが郵送のみで電子的

に出来ないことを残念に思っているとの意見が聞か

れた． 

文献複写相互利用統計（図 1）によると，依頼は減

少傾向にあり，受付は増加傾向にある．依頼が減少し

ているのは，機関リポジトリによる論文の公開や電子

ジャーナルの増加などの要因があるものと見られる．

受付増加に関しては，ソウル大学校は自然科学分野に

関する韓国内でのセンター館として指定されており，

該当雑誌の複写を無料で提供していることが，その大
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きな理由であろう． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２）研究支援サービス 

韓国の大学図書館では，近年サブジェクト・ライブ

ラリアンの育成に力を入れている．ソウル大学校図書

館では， 2007 年 2 月に館長主導のもと研究支援室を

設置した．その設置は，ソウル大学校の大学評価向上

へ図書館側から貢献し，学内での図書館の地位を確立

することと，世界の図書館のなかでその存在感を増す

ことを目的としている．後述する延世大学校でも，

2007 年より同様のサービスを開始している[12] [13]． 

ソウル大学校図書館の研究支援室は，講義・研究の

サポートとともに情報開発支援も行う．5 つの分野を

それぞれ 2 名のサブジェクト・ライブラリアンが担当

している．米国のサブジェクト・ライブラリアンとは

異なり，採用された担当者はその分野の専門家とは限

らない．配属後に，専門分野を勉強したり，講座を受

講したりして，知識を深めている．また，図書館での

セミナーの開催や，外国の大学図書館の調査など積極

的に研修の機会を設けている． 

研究支援室では，研究室訪問サービス[14]も行って

おり，教員に専門分野の最新動向を提供するとともに，

教員から図書館に対する要望を収集している．このサ

ービスには，図書館の広報活動をダイレクトに行える

という利点もある．研究支援室への需要は年々増えて

きており，教員へのアンケート結果などから図書館に

対する期待度・満足度向上に貢献していることが分か

っている． 

 

2.2. 釜山大学校図書館 
優れた研究支援を行う韓国の大学図書館の中におい

てもとりわけ注目すべきは，釜山大学校図書館の SCI

サービスである．このサービスは韓国の大学図書館で

は初めての試みである．今後の大学図書館の方向性を

示唆する事例として，SCI サービスに重点を置いて調

査した． 

 

１）SCI サービスとは 

SCI サービスとは，SCI（Science Citation Index）に採

録された論文群を計量書誌学(Bibliometrics)的に分析

し，そこから得られる情報を研究者や大学経営陣に提

供するサービスである．SCI のデータ分析から得られ

る情報には，論文発表数や平均被引用回数の推移など

大学の研究業績評価に資するものが多い．そのため，

日本の大学では，研究戦略立案の一環としてこのよう

な分析を担当する部署を大学の中枢部に設ける傾向が

強まっている． 

評価指標に敏感な韓国の大学においては，なおさら

SCI のデータ分析に傾注するのではないかと推測され

る．釜山大学校においてはその役割を図書館が担って

おり，それは感嘆に値する．日本の大学でも韓国の大

学でも，図書館が正式なサービスとして，研究動向や

研究業績などを独自に分析しているといった事例は他

に見当たらない． 

 

２）SCI サービスの内容 

SCI サービスの実態について釜山大学校図書館の担

当者にヒアリングを行った．その内容のまとめを表 1

に示す． 

 

表 1 SCI サービス 

概要 
SCI のデータ分析から得られる情報を大学経営

陣や研究者へ定期的に提供． 

開始年 2008 年 

体制 
担当職員 3 名 
SCI サービスのための予算も毎年獲得 

使用デー

タベース
Web of Science，JCR (Journal Citation Report)， 
NCR Korea (National Citation Report for Korea)  

情報提供

媒体 
冊子体の報告書（数年に一度） 
特設ウェブサイト（随時情報更新） 

 

 SCI サービスは正式には 2008 年から始まった．それ

以前は図書館と並行して大学事務局にも同様の研究動

向分析を実施している部署があった．しかし，提供さ

れる情報の質について図書館の方が優れていたという

理由により，図書館が専門的に行うサービスとなった

そうである． 

 SCI サービスには 3 名の職員が従事している．3 名

とも図書館専任の司書であり，SCI サービス以外の業

務も兼務している．いずれも計量書誌学の専門家では

ないが，1 名はレファレンス担当の職員も含まれてお

り，分析に使用するデータベースについて詳しい知識

を持ち合わせている． 

 分析結果は冊子体の報告書[15]と特設ウェブサイト
[16]により公開されている．提供情報の具体的な内容は

図 1 文献複写相互利用統計（ソウル大学校） 
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表 2 の通りである．なお，冊子体の報告書に関しては

2010 年発行のものを参考にした． 

 

表 2 SCI サービス提供情報 

媒体 提供情報 

冊子体 
報告書 

・全世界の分析 
国家別論文数／主要大学別論文数／Impact 
Factor 上位学術雑誌／分野別論文数 

・韓国内の分析 
分野別論文増加率／主要大学の分野別論文

数／Impact Factor の高い韓国発行学術雑誌 
・釜山大学校の分析 

共著状況／被引用回数上位論文／学部別論

文発表状況 

特設ウ

ェブサ

イト 

・学部別の研究動向（速報） 
・釜山大学校研究者の論文で SCI にインデック

スされたもの（週次） 
・学術雑誌 Impact Factor 情報（独自の検索プラ

ットフォーム提供） 
・学科別学術雑誌の平均 Impact Factor 
・SCI への新規採録誌や脱落誌の情報 

  

報告書は 200 ページ以上にも及ぶ詳細なデータ分析

であり，釜山大学校の状況だけでなく，全世界や韓国

内の動向も網羅している．また，釜山大学校内の分析

では，学部別の状況を含んでいるが，もとになる SCI

のデータは学部の情報をほとんど含んでいない．その

ため，学部別の把握には相当な労力を費やしたであろ

うと考えられる． 

 冊子体の発行は数年に一度に限られるため，最新情

報の発信はウェブサイトにより補っている．図書館ウ

ェブサイトの中の一部としてページを設けるのではな

く，SCI サービスだけの特設ウェブサイトを作成して

いる．ウェブサイトのデザインや内容的な充実度から

はこのサービスが重要な事業に位置付けられているこ

とが窺われる． 

以上が釜山大学校の SCI サービスの概要である．図

書館の実力といえばその設備や所蔵資料や電子的サー

ビスに目を奪われがちであるが，SCI サービスではデ

ータの分析を行う人的資源が最も重要である．この意

味から，図書館員の能力を外部に認めさせるサービス

として大変意義深い． 

 

2.3. 延世大学校図書館（新館） 
延世大学校の図書館新館のコンセプトは「最先端の

IT 設備とそれらに容易にアクセスできるユビキタス

環境を備えた図書館」である．図書館職員による，数

年に及ぶ海外の図書館調査等を経て確立したこのコン

セプトは，最高の図書館インフラとそれにふさわしい

サービスを利用者に提供することを目指している．具

体的には，図書館空間を以下の 3 つに分割して機能さ

せている． 

 

１）ユビキタス・ライブラリー 

延世大学校図書館でまず目に入るのは，エントラン

スを中心とした U-Lounge とよばれる空間であり，地

下 1 階から地上 1 階にわたるインフォメーションコモ

ンズである．ここにはタッチパネル式大型ディスプレ

イ（写真 1）が並ぶ． 

このディスプレイによって利用者は各自のニーズに

合わせて様々な情報コンテンツにアクセスできる．た

とえば，利用案内やキャンパスマップを含めた広報画

像による案内情報や，図書館員の推薦図書紹介サイト

を見ることができる．また 1,100 を超える国内外の新

聞閲覧サイトといった学術情報コンテンツから，アル

バイト情報や学生同士の伝言板として使えるメモボー

ドやゲームまで備えられている．  

 

 
写真 1 延世大学校図書館 タッチパネル式ディスプレイ 

 

２）カルチュラル・ライブラリー 

2 階には，マルチメディアセンターが広がる．映画や

語学学習教材といったコンテンツを視聴する各種プレ

ーヤーを備えたメディア視聴室に留まらず，コンテン

ツを自らが制作できる機材を備えたメディア制作室も

備えられている．メディア制作室の整備には，実際に

コンテンツを制作することで，利用者のメディアに対

する理解をより深めることができるという考えが込め

られている． 

メディア視聴室の一角には，マルチメディア編集コ

ーナー（写真 2）がある．そこには 2 台の Final Cut Pro

と，6 台の Adobe CreativeSuite CS3/Sony Vegasu ワーク

ステーションが備えられており，利用者が自ら撮影し

たソースのキャプチャから DVD 制作までを一貫して

行う環境が整えられている．実際に作業を行っている

熱心な学生の姿も見られ，日常的に利用されているこ
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とが窺えた．  

 

 
写真 2 延世大学校図書館 マルチメディア編集コーナー 

 

 2 階奥にあるメディア制作室（写真 3）では，ブルー

バックなどの高度な技術を用いて，照明・撮影・調整・

編集といったメディア制作の全行程を利用者が直接行

うことができ，職員からサポートを受けることも可能

である． 

 

 
写真 3 延世大学校図書館 メディア制作室 

 

３）コンビニエント・ライブラリー 

利用者のあらゆる学習ニーズに応えるため，様々な

学習閲覧室が備えられている． 

まず，学生の課題遂行に必要なソフトウェアサポー

ト PC とプリント/スキャンができる端末が，1 階のイ

ンフォメーションコモンズに広がる．それに加えて 3

階にある自習室は，PC のない大机や個人用机のみが並

ぶエリア，PC 端末を備えたエリア，そしてノート PC

を持ち込めるエリアと分かれている．5～6 人向けのグ

ループ学習室やプロジェクターなどを備えたプレゼン

テーションルームもある． 

こうして見てみると，2008 年に開館した延世大学校

図書館新館の確固たる信念とその斬新さが，今なお図

書館界に大きな衝撃を与えていることに驚く．当時の

館長が新しい時代の図書館を建設することに熱心だっ

たと聞いたが，そうした教員のコンセプトを吸収し，

調査を重ねて実現した図書館職員の努力とスキルに感

銘を受けた． 

 

2.4. 国立デジタル図書館 
 2009年 5月 25日に開館した国立デジタル図書館（通

称 dibrary）は，建設費 1,237 億ウォン，建設期間 7 年

（2002 年～2008 年）がかけられた巨大なプロジェクト

であった．比較的裕福な住民が多いソウル市瑞草区に

位置する国立中央図書館に併設され，その建物は連絡

通路で国立中央図書館との行き来が可能となっている．

延床面積 38,014 ㎡の地上 3F 地下 5F だが，フロアの多

くは保存書庫として使われており，実際に住民の利用

空間として先端的な情報環境設備が整えられているの

は地下 2F と地下 3F のみである．なお，本図書館の設

計に当たっては国立国会図書館関西館を参考にしたと

のことである．そう言われてみると全体の雰囲気がな

んとなく似ているように感じられた． 

 

１）デジタル資料閲覧空間 

 国立デジタル図書館の利用者空間を表 3 に整理した． 

 

表 3 国立デジタル図書館の空間 

デジタル展示空間
・デジタルとアナログを組み合わせた

アート空間 

デジタル資料閲覧

空間 

・デジタル資料閲覧や文書編集作業が

可能な空間 
・WindowsPC，大型モニター，3 面モ

ニター，プリンターなどの設備 

マルチメディア資

料閲覧空間 

・CD や DVD などマルチメディア資料

を閲覧するための空間 
・個人で閲覧する空間とグループで閲

覧する空間を用意 

デジタル資料編集

空間 

・画像や映像コンテンツを編集するた

めの空間 
・Adobe Photoshop や Illustrator などの

編集ソフトウェアが利用可能 

コンテンツ制作ス

タジオ空間 

・映像スタジオ／音響スタジオ／UCC
スタジオの 3 スタジオ 

・照明機器，撮影機器，音響機器，編

集機器を用いて本格的なコンテンツ

制作が可能 

セミナー空間 
・グループで利用可能なミーティング

空間 

 

最も基本となるのはデジタル資料を閲覧するための

空間（写真 4）であろう．そこには，フロア一杯に PC

設備が広がっており，デジタル資料の閲覧に供されて

いる．PC を利用するためには予約をする必要があるが，
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予約は自宅からインターネットで申し込みが可能であ

る．1 回の予約につき 3 時間まで占有できる． 

 

 
写真 4 国立デジタル図書館 デジタル資料閲覧空間 

 

また，入館手続きや予約の必要が無いロビー空間に

はデジタル新聞やデジタル雑誌が閲覧できるタッチパ

ネル（写真 5）も設置されている． 

 

 
写真 5 国立デジタル図書館 デジタル新聞タッチパネル 

 

近年韓国では電子書籍の普及が進んでいる[17]．2004

年の国内電子書籍発行数 2 万 5 千タイトルであったの

が2009年には10倍近い23万タイトルとなっている[18]．

国立図書館ではこれらの電子書籍を選択的に収集して

いるそうである．また，2009 年 3 月には図書館法や著

作権法が改正され，国立図書館によるウェブ上のオン

ラインコンテンツ収集が可能となった．そのため，図

書館が提供するデジタル資料は今後ますます増加する

ことが予測される．冊子体資料の閲覧空間だけでなく，

国立デジタル図書館のようなデジタル資料の閲覧空間

は他の公共図書館でも必須となるであろう． 

 

２）コンテンツ制作空間 

 国立デジタル図書館の設備について感心するのは，

資料を閲覧するだけにとどまらず，そこで得られた情

報素材を用いた作業までが考慮に入れられている点で

ある．たとえば，PC のディスプレイとして大型モニタ

ーや 3 面マルチモニター（写真 6）が接続されている

のは，デジタル資料とメモを取るためのソフトウェア

などを同時に開いて作業しやすいようにという配慮か

らであろう． 

 

 
写真 6 国立デジタル図書館 3 面モニター 

 

それ以外にも，デジタル資料編集空間では，文書作

成ソフトだけでなく，Adobe Photoshop や Illustrator や

Flash Proといった映像や画像の高度な編集ソフトウェ

アが提供されている．さらには，図書館内に本格的な

スタジオ（写真 7）までもが設置されており，住民は

予約をすれば，このスタジオを利用して，あたかもテ

レビやラジオのプログラムのようなコンテンツを収録

することが可能である． 

 

 
写真 7 国立デジタル図書館 UCC スタジオ 

 

 以上，国立デジタル図書館の設備を簡単に紹介した．

デジタル資料の普及や情報通信技術の発展に伴って，

図書館も変化しなければならないが，その中で国立デ
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ジタル図書館は，圧倒的な先端設備により存在価値を

高めている好例だと考えられる．単なるコンテンツの

閲覧空間ではなく，国民が新たなコンテンツを生み出

すという創造的な空間である点にデジタル時代に適合

した国民を養成するという意図が感じられ，その具体

例として非常に参考になる． 

 

3. まとめ 
以上の調査を通して，韓国の図書館，特に大学図書

館における研究支援および学習支援に特徴的な動向を

見出せた．すなわち，大学図書館は大学の評価向上に

直接関わるような活動に取り組んでいるという点であ

る．また，国立デジタル図書館からは，国家的な知識

情報基盤整備の新たな方向性を学ぶことができた．以

下，大学図書館の研究支援・学習支援，および，国家

的な知識情報基盤整備についてまとめる． 

 

3.1. 研究支援 
ソウル大学校図書館および釜山大学校図書館の両図

書館で大学評価向上を意識した研究支援の取り組みを

調査することができたが，最も特徴的なのは釜山大学

校図書館の SCI サービスである．これまでの図書館で

は，Web of Science など引用文献データベース自体を利

用者に提供することはあっても，そのデータベースを

自らが使って新たな価値を持つ情報を生み出そうとし

なかった．この意味から，SCI サービスは，従来の図

書館の枠（学術情報へアクセス可能な状態に環境を整

備するという役割）を超えて，一歩先に進んだサービ

スと言える．また，他の研究支援サービスと比較する

と，研究戦略をマネジメントする大学中枢部への影響

が大きく，研究評価の向上に深く寄与することができ

る．その結果，大学の中での図書館の立場をより強く

する可能性がある． 

 

3.2. 学習支援 
韓国の私立大学では，政府による経常費への補助金

がなく，歳入の 6 割以上を学生からの授業料に頼って

いる[19]．こうした現状のためか，延世大学校の図書館

では学生を惹きつける環境の整備に熱心に取り組んで

いるように思われた．ユビキタス・ライブラリー，カ

ルチュラル・ライブラリー，コンビニエント・ライブ

ラリーなど，このような学習支援空間の充実が大学評

価向上の一翼を担っているという側面を強く感じた． 

 

3.3. 知識情報基盤としての図書館 
最後に，国家的な情報インフラとしての図書館政策

について言及したい．韓国では知識情報基盤を全ての

国民に提供するという国家理念を実現するため，IT ユ

ビキタス等の環境の整備を急速に進めている．2011 年

の図書館政策のうち，関連するものを以下に掲げる[20]． 

 

 公共図書館約 180 館を新たに整備する．（その 6

割以上を地域に根ざした小規模図書館が占め

る．） 

 自治体の司書職を 212 名増員する． 

 農山漁村の小規模図書館に対して電子化資料の

閲覧サービスを提供する． 

 16 の海外学術データベースのナショナルサイト

ライセンスを確保するとともに，7 か所ある大学

図書館外国学術誌支援センターを継続運営する． 

 

注目すべきは，小規模図書館の数を拡充し，司書を

増員しようという点である．情報格差を是正するため，

1 対 1 のきめ細かい情報リテラシー学習機会を国民に

与えようという意図が窺える．こうした小規模公共図

書館の十分な配置と国立デジタル図書館の電子インフ

ラによって，韓国が育成を目指す人材像は明確である．

すなわち，単に知識を得るだけでなく，さまざまな情

報機器を使いこなしつつ，新たなコンテンツを生み出

す創造性を備えた人材の育成である． 

以上，本稿では我々が訪問・調査した韓国の先端図

書館について報告及び分析を行った．韓国では国家発

展の戦略として，大学評価システムといった大学改革

に加えて，国家的な情報環境整備が推し進められてお

り，その中で図書館が重要な役割を担う存在と見なさ

れていることは間違いない．また図書館自体も自らの

評価を上げるだけに留まらず，大学の研究力，学生の

学習力，国民の情報スキルの向上を通して，大学自体，

国家自体の外部評価を高めることを目指している．こ

れがこれらの図書館の先端性の真の意味である． 近年

図書館の役割が変化していると言われるが，その変化

の方向性は図書館だけを視野において決定すべきもの

ではなく，その図書館が根ざしている大きな母体にい

かに貢献できるかということを強烈に意識して決定し

ていく必要がある． 
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